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市
田
港
を
発
し
て
惣
兵
衛
堤
防

に
続
く
河
岸
、
下
市
田
河
原

の
広

大
な
田
園
地
帯

の

一
部

に
、
現
在

先
端
企
業

の
集
積
化
が
急
が
れ
て

い

る

。
自
然

へ
の
郷
愁

の
中

で
、
わ
が

ふ
る
さ
と

故
郷
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く
様

変

り

し

よ
う
と
し

て

い
る
。

各
地
か
ら
集

い
来
る
舟
人
達
に
、

誇

り
得

る
圏
域
造

り
が
大

い
に
期

待
さ
れ

て
い
る
。
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昭和61年 8月 1日 下 市 田 区 報 第 7号 (2)

最
近
の
下
市
田
の

嵌
嘲

ざ
ヽ
で‐
情
勢
に
つ
い
て

な

町
を
挙
げ
て
の
大
事
業
で
あ

る
下
市
田
工
業
団
地
進
出
第

一

号
の
旭
松
関
の
起
工
式
が
、
七

月
十
八
日
十
時
よ
り
現
地
で
挙

行
さ
れ
、
ま
た
町
主
催
の
式
典

が
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
下
市

田
公
民
館
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
の
為
に
も
下
市
田
区
の
為
に

も
、
こ
の
工
業
団
地
の
成
功
を

祈
り
ま
す
。

南
小
東
正
門
石
段
下
よ
り
、

萩
山
神
社
鳥
井
下
迄
の
町
道

一

の
二
号
線
の
着
工
が
決
ま
り
、

そ
の
説
明
会
が
七
月
八
日
夜
、

下
市
田
公
民
館
に
て
開
か
れ
ま

し
た
。
車
道
七
米
、
歩
道
二
米

計
九
米
の
本
格
的
な
道
路
が
国

の
補
助
を
受
け
て
年
次
計
画
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
永
年
懸

案
に
な

っ
て
い
た
悪
水
路
工
事

が
昨
年
に
続
く
唐
沢
関
係
以
外

に
新
た
に
次
の
三
ケ
所
が
六
十

一
年
度
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
中

学
校
役
場
附
近
の
雨
水
を
大
島

川

へ
排
水
す
る
工
事
、
角
田
原

の
真
中
附
近
道
路
に
側
溝
を
付

け
て
江
戸
ケ
沢

へ
排
水
す
る
工

事
、
市
場
の
木
下
利
雄
さ
ん
附

近
の
雨
水
を

一
貫
水
路
の
下

ヘ

新
た
に
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
敷
設
し

て
排
水
す
る
工
事
の
三
ケ
所
で

す
。
関
係
地
権
者
及
び
地
元
の

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

下
市
田
区
内
の
各
種
工
事
及

び
消
防
施
設
等
に
つ
い
て
の
区

の
補
助
規
定
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
部
落
長
さ
ん
、
各
委
員
の

皆
様
と
御
相
談
の
う
え
、
規
定

の
有
効
活
用
を
願
い
ま
す
。

七
月
二
日
、
第
二
回
目
の
高

裁
が
開
廷
さ
れ
、
今
回
は
西
沢

弁
護
士

一
人
出
廷
さ
れ
、
そ
の

報
告
会
が
八
月
八
日
に
高
森
町

役
場
に
て
関
係
者
を
集
め
て
開

か
れ
ま
す
。

公
民
館
及
び
高
寿
館
、
三
区

会
所
の
建
物
に
対
す
る
消
防
署

よ
り
の

「消
防
施
設
に
対
す
る

指
示
」
が
あ
り
、
代
議
員
会
、

高
寿
会
及
び
三
区
の
部
落
長
さ

ん
等
と
協
議
し
、
善
処
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

町
の
補
助
を
頂
い
て
、
元
便

所
を
事
務
室
に
改
造
し
ま
し
た
。

当
面
、
区
と
公
民
館
の
事
務
所

に
活
用
し
ま
す
。

日
赤
奉
仕
団
の
皆
様
に
公
民

館
の
座
ぶ
と
ん
カ
バ
ー
の
洗
濯

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉

仕
団
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

単位 千円

昭和61年度 下市田区一般会計歳入歳出予算
昭和61年 3月 27日  議決

2.支 出 の 部

昭和 60年 度  下市 田区一般会計報告
(自 昭和60年 4月 1日 ～至 昭和61年 3月 31日 )

2.支 出 の 部

1.収 入 の 部

1.収 入 の 部

差 弓1 残 高

区   分 本年度予算額 前年度予算比較 区   分 本年度予算額 前年度予算比較

1.区 費 8,900 200 1.総  務  費 11,771 4,688

2.繰  入  金 11,320 7,481 2.厚  生  費 683 △ 40

3.町 支 出 金 2,223 723 3.区 有 地 費 1,390 50

4.財 産 収 入 1,000 4.土  木  費 4,632 2,010

5.寄  付  金 500 5.水  利  費 2,605 1,100

6.繰  越  金 500 △ 96 6消  防  費 978 450

7.諸  収  入 800 7.公 民 館 費 2,384 250

8.予  備  費 800 △     200
△ 計 8,308 言| 25,243 8,308

区  分 予 算 額 既収入額 残  額 区  分 予 算 額 既支出額 | 残  額

1 区 色分 8,700 8.738.000ts a 38.000F 1.総 務 費 7,08ヂ 9,938,44gts a 2,855,M{

2.繰 入 金 3,839 3,164,010 674,990 2.厚 生 費 723 754,547 △    31,547

3.町支出金 1,500 6,456,856 △  4,956,856 3.区有地費 1,340 1,091,850 248,150

4.財産収入 1,000 1,312,700 △   312,700 4土 木 費 2,622 2,092,447 529,553

5.寄 付 金 500 500,000 5.水 利 費

6.消 防 費

1,505 2,018,855 ∠ゝ   513,855

6.繰 越 金 596 1,035,989 △   439,989 528 345,666 182,334

7.諸 収 入 800 1,412,293 △   612,293 7.公民館費 2,134 2,134,000

8.予 備 費 1,000 1,000,000

合  計 16,935 22,119,848 △ 5,184,848 合   計 16,935 18,375,814 △  1,440,814

既 収 入 総 額 22,119,848円

既 支 出 総 額 18,375,814

残   高 3,744,034

ヽ

|

25,243



(3)昭和61年 8月 1日 下 市 田 区 報 第 7号

下

市

田

区

の

区
、
常
会

に

下
市
田
区
は
自
河
藩
領
市
田

陣
屋
支
配
の
頃
も
大
村
で
、
ず

っ
と
後
の
明
治
二
十
二
年
六
村

合
併
市
田
村
に
な

っ
た
と
き
、

旧
下
市
田
村
が
そ
の
儘
下
市
田

区
に
な

っ
て
今
日
に
至

っ
て
い

る
。
大
村
で
あ

っ
た
が
故
に
区

別
を
五

つ
に
し
て
自
治
を
行

っ

て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

近
代
に
な

っ
て
現
在
の
出
砂

原
地
区
を
二
区
か
ら
分
離
し
く

六
区
と
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

ち
な
み
に

一
区
の
戸
数
は
牛
牧

と
出
原
を
合
せ
た
も
の
と
対
し
、

三
区
は
上
市
田
区
と
同
じ
、
六

つ
い
て

０

田
　

一月
　

純

　

榛
―
ヽ
，
―

区
は
大
島
山
と
出
原
を
合
わ
せ

た
も
の
に
匹
敵
す
る
。
又
四
区

は
出
原
よ
り
戸
数
が
多
い
。
如

何
に
大
区
で
あ
る
か
思
い
知
ら

さ
れ
る
。
混
住
化
が
急
速
に
進

行
す
る
中
で
、
ま
す
ま
す
戸
一繁

人
口
の
増
加
は
更
に
大
区
に
至

ら
し
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
新
し
く
転
入
居
住
さ
れ

る
方
は
、
区
別
、
常
会
別
の
区

分
け
、
配
列
な
ど
判
ら
な
い
こ

と
も
多
い
と
思
う
の
で
、
三
回

に
分
け
て
掲
載
す
る
こ
と
に
す

る
。戦
前
は

吉
田
区
　
　
　
大
島
川

一
区
　
＝
　
積
善
会

二
区
　
＝
　
共
励
会

三
区
　
＝
　
力
行
会

四
区
　
＝
　
漸
進
会

五
区
　
＝
　
双
葉
会

と
呼
び
、
実
行
組
合
活
動
が
盛

ん
で
、
稲
作
、
養
蚕
の
技
術
研

究
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

又
区
に
よ

っ
て
は
若
い
者
が

集

っ
て
藁
細
工
な
ど
し
た
こ
と

も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
二
区
と
三
区
に
そ
の
名
残

り
が
常
会
の
名
に
付
け
ら
れ
て

い
て
懐
し
い
。
共
、
力
は
そ
れ

で
あ
る
。
区
別
に
略
図
を
示
せ

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
区
は
元
は
日
影
、
北
村
、

唐
沢
、
羽
根
に
大
別
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
三
六
年
の
大

災
害
を
機
に
常
会
の
分
割
、
改

変
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
細
分

化
し
、
更
に
戸
数
の
増
加
に
伴

い
新
設
常
会
の
誕
生
が
見
ら
れ

て
、
今
日
に
至

っ
た
。

そ
の
二
～
三
例
を
あ
げ
る
と
、

石
原
山
は
―
石
原

日
影
西
は
―
日
影

日
影
東
は
―
中
央

北
村
東
は
コ
「
日
の
出
（分
）

ェ
ー塚
越
　
（分
）

一
Ｆ
雲
井
橋
（分
）

Ｆ
‥
北
村
東

北
村
中
は
―
北
村

羽
根
は
■
―
羽
根

ｒ

羽
根
東
（分
）

右
に
常
会
の
配
列
略
図
を
掲

げ
て
見
る
。
尚
こ
の
他
に
ア
パ

ー
ト
、
教
員
住
宅
な
ど
あ
る
が

省
略
す
る
。

●ロロヽL_

南
大
島
川

天
竜   川

N

(上市田区)
（
三
区
）

昭和60年度 下市田区特別会計報告
単位 円（吉

田
区
）

江

戸
ケ

（
三
区
）

下 市 田 区 分 略 図

4

′
　
相
ノ
沢

ノ
ｒ (2区〕

ヽ_ノ

下市田一区常会配列略図

収  入 支   出 残  額

基  本  金 31,888,289 6,599,819 25,288,470

営 繕 積 立 金 314,268 314,268

消 防 義 務 金 2,874,292 1,107,058 1,767,234

特 別 会 計 5,484,411 4,381,460 1,102,951

葬 具 会 計 120,456 120,456

道路改良基金 4,617,356 1,825,558 2,791,798

間 ケ 沢 水 原 812,178 812,178

石 原

県
住
″

小原

北

村

南
雲井橋

唐
沢
東

北村

日の出

公

園北 ′原

中 央

北
村
東

羽
根
東

羽

　

根

唐

　

沢 上 町

(中学)

文

文
(南小)

学校平

日  影

サ|

収入の中には前年度繰越を含む。

(二区)
百フ
トll
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み さやま
― 御射山の祭事について 一

伊  谷  唯  介

萩
山
神
社
の
社
務
所
の
北
側

か
ら
裏
山
の
細
道
を
登
る
こ
と

約
十
分
に
し
て
広
大
な
る
台
地

角
田
原

へ
出
る
。

遥
か
に
東
方
赤
石
の
魏
々
た

る
山
並
を
仰
ぎ
、
足
下
に
天
竜

の
清
流
南

へ
流
れ
る
を
望
み
、

遠
く
山
吹
方
面
か
ら
吉
田
を
経

て
下
市
田
の
大
部
分
を

一
望
の

中
に
治
め
、
翻

っ
て
眼
を
転
ず

れ
ば
背
後
に
吉
田
山
と
そ
の
裾

野
に
展
開
す
る
牛
牧

。
上
市
田

な
ど
を
瞥
見
し
、
西
方
、
指
呼

の
間
に
う

っ
蒼
た
る
森
を
見
る

こ
れ
即
ち
御
射
山
の
森
で
あ
る
。

あ
た
り
は
す

っ
か
り
開
墾
さ

れ
て

一
面
の
果
樹
園
そ
の
他
の

畑
で
あ
り
人
呼
ん
で
原
畑
と
言

う
。
最
近
県
の
蚕
業
試
験
場
が

座
光
寺
か
ら
移
転
し
て
来
て
こ

の
森
と
境
を
接
し
て
い
る
。
因

み
に
こ
の
境
内
の
広
さ
は

一
二

〇
四
″
で
ほ
と
ん
ど
真
四
角
に

近
い
形
を
し
て
い
る
。

さ
て
、

こ
の
御
射
山
の
祭
事

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
誠
に
特
殊

な
祭
で
あ
る
。
萩
山
神
社
も
の

が
た
り
の
田
で
も
書
い
た
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
当
萩
山

神
社
は
松
岡
氏
四
代
の
松
岡
帯

刀
が
今
か
ら
約
八
〇
〇
年
前
の

寿
永
二
年
に
こ
の
郷
の
産
土
様

と
し

て
諏
訪
か
ら
勤
請
し
て
き

て
、
松
岡
氏
の
武
運
長
久
と
領

内
の
平
穏
を
祈
念
し
た
の
で
あ

り
、
従

っ
て
御
射
山
の
こ
と
も

自
ら
諏
訪
大
社

に
て
の
起
源
が

あ
り
、
そ
の
故
事
に
則

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。諏
訪
大
社

の
由
緒
略
誌
に
よ

る
と
、
上
社

の
御
射
山
社
は
八

ケ
岳

の
山
麓
に
あ
り
、
下
社

の

そ
れ
は
江
戸
初
期
に
八
島
高
原

か
ら
秋
宮
東
北
五
キ

ロ
程
の
山

中
に
移
さ
れ
た
。
青
萱

の
穂
で

仮
屋
を
葺
き
神
官
を
始
め
関
係

の
者
が
そ
こ
へ
参
籠
し
て
祭
事

を
行
う
の
で
穂
屋
祭
と
も
言

っ

た
と
あ
る
。

ま
た
、
鎌
倉
幕
府
は
全
国
の

武
将
を
こ
の
祭
事
に
参
列
さ
せ

八
島
高
原
や
霧
が
峰

一
帯
で
武

芸
を
競
わ
せ
て
祭
事
を
賑
わ
さ

せ
た
。
ま
た
参
加
し
た
武
将
は

諏
訪
大
社
の
御
分
霊
を
拝
戴
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地

へ
帰
り
御

分
社
を
奉
斎
し
た
。
現
在
諏
訪

大
社
系
統
の
分
社
は
全
国
に
五

四
九
二
社
あ
り
と
言
わ
れ
て
い

る
が
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ

て
分
社
し
て
奉
斎
さ
れ
た
も
の

も
多
か
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

前
書
き
が
少
し
長
す
ぎ
た
よ

う
で
あ
る
が
当
萩
山
神
社

の
御

射
山
の
祭
事
に

つ
い
て
記
す
。

今
迄
幾
度
か
触
れ
た
よ
う
に

当
神
社
が
諏
訪
大
社
の
分
社
で

あ
る
か
ら
、
御
射
山
の
御
祭
事

も
前
記
の
よ
う
に
そ
の
故
事
に

則

っ
て
始
ま

っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
ほ
ゞ
間
違
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

前
記
で
も
わ
か
る
よ
う
に
こ

れ
は
誠
に
特
殊
な
祭
事

で
あ

っ

て
、
純
然
た
る
狩
猟
神
事
で
狩

猟
そ
の
も
の
が
主
に
祭
儀
で
あ

っ
た
。
昔
の
祭
事
の
詳
し
い
模

様
は
わ
か
ら
な

い
が
、
祭
の
日

に
は
市
田
郷
内
は
も
ち
ろ
ん
山

吹
の
諸
武
士
も
こ
と
ご
と
く
萩

山
神
社
に
参
集
し
て
祭
儀
を
執

行
し
、
所
謂
松
岡
八
十
騎
の
面

々
が
馬
上
豊
か
に
騎
馬
道
を
馳

せ
て
御
射
山
に
向
い
、
神
の
狩

猟
地
に
着
い
た
騎
馬
武
者
は
矢

叫
び
雄
々
し
く
鳥
獣
を
狩
り
た

て
そ
の
獲
物
を
新
し
く
薄
の
穂

で
葺
い
た
社
前
に
供
え
た
と
い

う
。
こ
れ
が
御
射
山
の
神
事
で

あ

っ
た
の
で
あ
る
。

萩
山
神
社
由
諸
録
に
は

「御

射
山
祭
の
復
興
」
と
し
て
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

「萩
山
神
社
附
属
の
御
射
山
の

御
儀
古
来
よ
り
特
殊
神
事
と
し

て
踏
襲
し
来
り
し
も
明
治
維
新

以
来
漸
く
廃
れ
ん
と
す
る
を
憂

え
明
治
十
四
辛
巳
年
生
れ
の
も

の

一
同
相
謀
り
之
を
復
興
せ
し

め
神
社
の
尊
厳
を
保
た
し
め
ん

も
の
と
区
別
を
確
立
し
柵
を
結

び
桧
二
百
本
を
植
え
…
…
云
々
」

と
あ
り
奉
仕
者
明
治
辛
巳
会
（
四

十
四
年
）
十
六
名
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
達
は

そ
の
後
十
五
年
の
永
き
に
渉

っ

て
奉
仕
し
た
奇
特
の
行
為
が
時

の
神
社
協
会
下
伊
那
支
部
長
か

ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
、
明
治
三
十
九
年

丙
午
生
同
年
の
人
達
十
三
名
が

後
を
継
い
で
昭
和
四
十
年
頃
迄

奉
仕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
は
区
内
の
常
会
長
さ
ん

方
が
当
番
制
に
よ

っ
て
奉
仕
し

秋
祭
の
夕
祭
の
日

（九
月
二
十

八
日
）
に
現
地

へ
出
向
き
、
境
　
　
郡
下
に
は
御
射
山
社
と
い
う

内
の
草
刈
を
始
め
神
域
を
整
備
　
神
社
が
三
ケ
社
あ
り
、
ま
た
御

し
、
昨
年
度

の
古
い
穂
屋
を
徹
　
射
山
と
い
う
地
名
も
数
ケ
所
あ

去
し
て
新
し
く
丸
太

・
萩

・
薄
　
る
が
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
祭
事

な
ど
を
調
達
し
て
、
旧
制
に
よ
　
そ
の
他
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の

っ
て
穂
屋
を
新
築
し
、
中
央
に
　
か
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
ま
だ
承

白
砂
を
盛

っ
て
幣
束
を
立
て
、
　

知
し
て
い
な
い
。

献
餅
物
を
供
え
て
祭
儀
を
と
り

行

っ
て
い
る
。

【一レ．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ヽ
）
●
“ヽ
ヽ

一」一　コミュニティ講演会開催される　　　　́́
ぶ螺喘

・̈じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
大
沢
　
茂
男
さ
ん
　
　
世
い

下
市
田
区
と
公
民
館
で
は
去
　
を
魅
了
し
た
。

る
七
月
十
三
日

（
日
）
夜
大
沢
　
　
な
お
講
演
後
講
師
を
囲
ん
で

茂
男
氏
を
招
き

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
　
の
懇
談
会
で
は
各
々
の
立
場
で

賭
け
る
青
春
」
と
題
し
て
の
コ
　

い
ろ
い
ろ
せ
質
問
も
続
出
し
、

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演
会
を
開
催
し
た
。
吾
々
の
生
き
ゆ
く
糧
と
も
な
り

当
夜
は
心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
　
有
意
義
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

が
り

一
五
〇
名
余
の

区
民
を
前
に
苦
難
の

中
で
の
生
い
立
ち
、

プ
ー
ル
を
自
宅

へ
造

っ
て
の
通
年
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
か
ら
七

つ
の

海
や
連
続
七
回
の
エ

ベ
レ
ス
ト
氷
河
湖
泳

ぎ
へ
の
挑
戦
、
標
高

三
千
米
の
エ
ベ
レ
ス

ト
街
道
沿
い
ヘ
リ
ン

ゴ
を
実
ら
せ
桜
を
植

え
た
体
験
か
ら
の
話

ま
た
ネ
パ
ー
ル
の
風

情
、
カ
ト
マ
ン
ズ
等
の

様
子
を
語
ら
れ

「
夢

と

ロ
マ
ン
の
挑
戦
人

生
」
で
多
く
の
聴
衆
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あ

や

め

一
番

小
島
正
美
さ
ん

（
四
区
）

私
が
二
十
五
才
こ
ろ
か
ら
四

十
才
こ
ろ
ま
で
十
五
年
ほ
ど
は
、

盆
栽
が
す
き
で
、
随
分
鉢
植
物

を
買

っ
て
来
て
は
楽
し
ん
だ
も

の
で
し
た
。
但
し
管
理
が
き
ら

い
で
、
と
い
っ
て
も
百
姓
が
忙

し
く
て
、
管
理
が
出
来
な
か

っ

た
こ
と
が
本
音
だ

っ

た
の
で
す
。
そ
れ
で

も
見
る
と
ほ
し
く
な

る
の
で
買

っ
て
く
る

が
、　
一
年
経

つ
と
枯

し
て
終
う
こ
と
が
何

年
も
繰
返
し
た
も
の

で
す
。
そ
れ
で
も
中
日
新
聞
社

の
記
者
か
ら
、
趣
味
は
と
聞
か

れ
て
、
盆
栽
だ
と
い
っ
た
ら
、

顔
写
真
と
話
し
た
こ
と
が
出
て

下
　
市
　
田

大

正
琴

研
究

会

村
　
松
　
登
美
子

発
足
は
、
飯
伊
地
方
で
も
最

初
に
誕
生
し
た
グ
ル
ー
プ
で
し

た
が
、
会
員
の
減
少
で
、　
一
時

休
会
し
て
い
ま
し
た
。
佐
々
木

先
生
の
お
骨
折
り
で
、
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
、　
一
昨
年
の
秋
産

れ
変
わ
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

ま
だ

一
歳
半
の
よ
ち
よ
ち
歩
き

で
す
。
会
員
は
、
下
市
田
区
全
域
か

ら
、
大
正
琴
の
奉
で
る
妙
な
る

ひ
び
き
に
、
″
夢
と
あ
こ
が
れ
″

を
抱
い
て
集
ま

っ
て
き
た
人
た

ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
総
勢
十

五
名
、
う
ち
佐
々
木
先
生
他
二

人
の
男
性
は
、
い
ず
れ
も
大
正

琴
の
キ
ャ
リ
ア
が
な
が
く
、
練

習
の
折
に
は
、
い
つ
も
熱
心
に

わ
か
り
や
す
く
ご
指
導
く
だ
さ

る
よ
い
方
ば
か
り
で
、
私
た
ち

女
性
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
で
は
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
五
曲
ほ
ど
で

き
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
に
さ
さ

え
ら
れ
て
、
高
森
有
線
で
も
二

回
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
、
は

ず
か
し
い
演
奏
な
が
ら
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
う
れ
し
さ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
春
に
町
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
、
佐
々

木
、
小
島
両
先
生
の
教
室
の
会

員
百
十
数
人
が

一
堂
に
会
し
て

の

「
大
正
琴
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
二
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
同
じ
趣
味
を
も

つ

方
々
と
の
ふ
れ
合
い
の
場
と
い

う
ば
か
り
で
な
く
、
未
熟
な
私

た
ち
に
と

っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ

教
え
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
向
上

の
た
め
に
も
有
意
義
な
こ
と
だ

と
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
練
習
に
励
ん

で
、
早
く
他
の
先
輩
の
皆
さ
ん

に
お
い
つ
く
こ
と
の
で
き
る
よ

う
、
ま
た
大
勢
の
方
々
の
前
で

も
は
ず
か
し
く
な
い
演
奏
が
、

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

し
ま
す
。

じ

ゃ
ま
し
て
、
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

い
つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し

た
か
？
十
二
年
程
前
の
四
十
八
年
で

四
十
五
、
六
歳

の
頃
で
あ

っ
た

と
思
う
。
現
在
、
昭
和
五
年
生

れ
の
五
十
六
歳
で
あ
る
。

弓
道
に
お
い
て
、

錬
士
五
段
の
資
格
を

取
ら
れ
た
と
い
う
、

棚
田
頼
さ
ん
を
区
報

編
集
部
が
お
宅
に
お

一

番

頼
さ
ん

（
五
区
）

そ
の
き

っ
か
け
は
？

年
を
と

っ
て
か
ら
、
無
趣
味

な
生
き
方
で
な
く
何
か
持
ち
た

い
が
、
そ
れ
に
は
、　
一
人
で
で

き
て
し
か
も
体
力
が
お
ち
て
も

続
け
ら
れ
そ
う
な
も

の
が
弓
道

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
飯
田

市
営
道
場

へ
見
に
行

っ
て
か
ら

や
り
た
い
と
思
い
、
親
戚

の
紹

介
を
経
て
、
市
岡
針
灸
院

の
市

岡
永
吉
師
に
出
会

い
、
基
礎
か

ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ
と
に

な

っ
た
。

同
氏
は
大
変
な
努
力
家

で
、

多
い
時

に
は
年
間

一
万
射

（
一

日
平
均
三
十
射
程
）
と
、
腕
を

磨
か
れ
、
そ
の
後
順
調
に
昇
段

さ
れ
、
五
段
錬
士
の
資
格
を
み

ご
と

一
回
で
パ

ス
し
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

思
い
出
に
残
る
大
会
は
？

第
十
二
回
北
信
越
弓
道
選
手

権
大
会
で
、
団
体
優
勝
、
個
人

三
位
に
な

っ
た
こ
と
。

松
川
長
光
寺
、
百
射
会
に
お

い
て
的
中
率
が
、

７５
一ｍ
で
あ
っ
た
こ

一

と

。

一
　

こ
の
記
録
は
現

在
ま
だ
破
ら
れ
て

今
後
希
望
す
る
こ
と
は
？

弓
道
の
究
極
目
的
は
真
善
美

で
あ

っ
て
あ
た
り
で
は
な
い
。

下
市
田
に
も
弓
道
愛
好
者
が
少

な
い
の
で
、
弓
道
で
お
金
の
か

か
ら
な
い
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
位
に
軽
く
考
え
て
、
や

っ
て

み
た
い
人
は
ぜ
ひ
連
絡
し
て
ほ

し
い
と
思

っ
て
い
る
。

ま
た
棚
田
頼
さ
ん
は
、
叔
父

に
故
棚
田
泰
生
画
伯
を
持
ち
、

絵
に
も
造
詣
の
深
い
方
で
あ
る
。

（取
材
　
原

・
北
林
）

弓

道
棚
田

ロ
ロ■Ц１１

…
十
１

び

っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
管
理
が
大
変
な

の
で
、
買

っ
て
来
る
、
眺
め
る
、

枯
れ
な
い
内
に
地

へ
降
す
、
彼

方
此
方

へ
植
え
た
の
が
今
庭
に

あ
る
青
木
は
全

て
そ
う
で
す
。

よ
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中

で
今
、
池
の
上
か
ら

前
畑
に
続

い
て
大
き
た
棚
を
作

っ
て
、
毎
年
ピ

ン
ク
の
花
を
咲

し
て
く
れ
る
藤
が
あ
り
、　
一
本

で
す
が
、
二
十
五
坪
位

の
広
さ

で
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
五

月
に
な
る
と
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

道
楽
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
今
夢
中
と
い
え
ば

ア
ヤ
メ

科
の
内
、
花
菖
蒲
、　
ア
ヤ
メ
、

カ
キ
ツ
バ
タ
等
を
集
め
て
十
五

年
、
そ
の
間
三
回
程
株
分
け
を

す
る
内
に
面
積
が
広
く
な
り
、

水
田
を
減
ら
し
て
増
や
す
内
に
、

現
在
七
十
坪
位
あ
り
ま
す
が
、

又
来
年
は
増
さ
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
四
年
程
前
に
有

線
か
ら
取
材
に
来
ら
れ
て
全
町

放
送
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

二
十
余
種
類
の
ア
ヤ
メ
が
咲

き
乱
れ
る
様
は
本
当
に
見
事
な

も
の
で
す
。
自
分
で
ほ
め
て
は

お
か
し
い
で
す
が
、
来
年
の
六

月
中
旬
頃
は
是
非
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
家
の
前
か
ら
東
方

へ
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て

コ
ス
モ
ス
街
道
も
五
年
ほ
ど
に

な
り
ま
す
が
、
今
年
も
花
が
咲

く
こ
と
で
し

ょ
う
。

付
け
加
え
て
紹
介
し
ま
す
が
、

ァ
ヤ
メ
の
田
、
下
の
田
、
横
の

田
は
蛍
も
沢
山
飛
び
交

っ
て
お

り
ま
す
よ
。
　

　

（
本
人
記
）

い

な
い
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下
市
田
の
流
田
、
福
島
幸
雄

さ
ん
の
屋
敷

つ
ゞ
き
、
西
南
の

と
こ
ろ
に
、
昔
、
薬
師
堂
が
あ

っ
た
。
そ
う
い
っ
て
も
信
じ
る

ひ
と
も
な
い
だ
ろ
う
が
―
―

。

そ
の
こ
と
は
町
史
の
社
寺
関

係
の
部
に
も
欠
落
し
て
い
る
。

併
し
、
天
文
年
間
に
発
刊
さ

れ
た
伊
奈
温
知
集
、
関
盛
胤
編

集
の
伊
那
神
社
仏
閣
記
に
は
、

安
養
寺
の
欄
に
流
田
の
薬
師
堂

の
名
が
出
て
居
り
、
二
百
年
以

前
に
実
在
し
て
居
た
こ
と
を
物

語

っ
て
い
る
。

そ
の
昔
よ
り
明
治
の
初
年
ま

で
、
近
隣
の
人
々
は
勿
論
、
天

竜
川
を
隔
て
た
伴
野
あ
た
り
の

人
々
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
尊

崇
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
六
年
の
上

沼
弥
蔵

（あ
め
や
の
先
先
代
）

の
日
記
に
よ
る
と
、
そ
の
年
の

四
月
二
日
の
記
録
に
は
、
下
市

田
村
と
し
て
、

『流
田
の
薬
師

堂
を
と
り
払
う
た
め
四
月
二
十

六
日
入
札
す
る
』
こ
と
と
な

っ

た
と
書
か
れ
て
い
る
。

明
治
四
年
の
寺
社
領
没
収
の

お
触
れ
や
、
そ
の
頃
の
社
会
の

風
潮
で
あ

っ
た
排
仏
毀
釈
の
思

想
か
ら
、
そ
う
し
た
成
行
き
と

福

　

島

　

光

二

郎

な

っ
て
、
昔
か
ら
の
流
田
の
薬

師
堂
は
取
払
わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

今
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
八

十
九
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

安
養
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と

最
初
の
堂
守
り
は
、
心
如
大
徳

と
言
う
人
で
、
宝
暦
十
二
年

（
一

七
六
二
）
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。

以
来
、
こ
ゝ
に
住
ん
だ
首
座
、

禅
音
、

々

の

体
の
大
小
の

養
寺
の
墓
地
に
は
い
っ
た
右
手

の

一
隅
に
あ
り
他
の
石
碑
も
こ

こ
に
あ
る
。

寺
の
過
去
帳
に
、

『流
田
の

薬
師
堂
に
住
す
』
と
あ
る
黄
山

知
葉
比
久
尼
が
、
残
し
た
と
い

う
弘
法
大
師
の
座
像
―
高
さ
三

〇
セ
ン
チ
ー
が
流
田
に
あ
り
、

そ
の
裏
書
に
、
武
州
江
戸
か
ら

来
た
松
之
進
、
松
美
女
の
廻
国

の
六
部
が
奉
納
す
る
と
あ
る
。

こ
の
像
に
は
文
政
二
年
と
あ

る
が
、
そ
れ
よ
り
五
年
後
の
文

政
七
年
に
再
度
、
流
田
の
薬
師

｛デ
乞
参

っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
随
分
御
利

益
の
あ
ら
た
か
な
お
薬
師
様
で

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
、
本
尊
で
あ

っ
た
薬
師

如
来
座
像
は
―
高
さ
三
十
四
セ

ン
チ
ー
お
さ
や
に
納
め
ら
れ
て

流
田
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

薬
師
堂
は
、
は
じ
め
流
田
の

東
南
三
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、

段
丘
の
上
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ

る
が
、
安
永
年
間
（
一
七
七
七
）

に
お
堂
の
下
近
く
流
れ
て
い
た

天
竜
川
が
氾
濫
し
て
崖
崩
れ
が

あ
り
流
失
の
危
険
が
あ

っ
た
た

め
、
流
田
の
西
南
の
屋
敷

つ
づ

き
の

一
畝
二
十
歩
の
地
に
移
し

た
も
の
だ
と
い
う
。

約
二
百
年
に
亘

っ
て
流
田
の

薬
師
如
来
は
、
こ
の
地
方
の
庶

民
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
守
り

つ
ゞ
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
お
堂
を
保
持
し
た
堂
守

又
は
薬
師
坊
、
比
久
尼
は
、
信

仰
心
の
厚
い
流
田

一
家
又
は
、

近
隣
の
暖
か
い
被
護
の
う
ち
に

念
仏
三
味
の
生
活
を
送
り
迎
え

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

夜
が
明
け
れ
ば
、
こ
の
堂
守

り
の
人
は
、
托
鉢
に
出
た
で
あ

ろ
う
し
、
雨
の
日
は
訪
れ
る
近

隣
の
人
た
ち
と
お
茶
を
汲
み
交

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
お
堂
は
、
日
常
生
活
に

こ
と
か
か
ぬ
程
度
の
広
さ
で
、

仏
壇
、
仏
間
、
居
間
、
い
ろ
り

の
あ
る
台
所
、
土
間
な
ど
で
、

少
く
と
も
十
坪
位
は
あ

っ
た
と

田
心う
。
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
主

食
の
米
麦
等
は
、
仏
家
か
ら
届

け
ら
れ
た
も
の
、
托
鉢
で
得
た

も
の
で
十
分
で
あ

っ
て
も
、
薪

炭
、
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
は
、

近
隣
の
人
た
ち
の
善
意
、
好
意

に
よ
り
何
ら
不
自
由
の
な
い
生

活
が
送
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
堂
の
辺
り
に
は
樹
木
も
立

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
裏
手

に
は
羽
根
か
ら
の
綺
麗
な
清
水

が
流
れ
て
良
い
環
境
を
か
た
ち

づ
く

っ
て
い
た
と
思
う
。

お
堂
の
前
の
庭
の
隅
に
は
馬

頭
観
音
の
石
塔
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
ら
し
く
、
そ
の

一
部
が
移

動
さ
れ
現
在
、
羽
場
坂
の

一
カ

所
に
立

っ
て
い
る
。

こ
の
お
堂
が
廃
棄
さ
れ
る
こ

と
と
な

っ
た
時
、
本
堂
以
外
の

脇
侍
で
あ
る
十
二
神
将
な
ど
は

安
養
寺

へ
移
し
、
現
在
は
寺
の

十
王
堂
に
合
併
さ
れ
て
い
る
。

薬
師
堂
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
は

い
ま
は
素
畑
と
な

っ
て
い
る
。

古
く
か
ら
の
由
緒
の
あ
る
お

堂
の
跡
で
あ
る
か
ら
、
さ
さ
や

か
な
も
の
で
良
い
、
何
か
の
標

し
き
で
も
立
て
た
い
も
の
で
あ

る
。尚
、
川
向
う
の
伴
野
と
の
道

路
の
関
係
で
あ
る
が
、
下
市
田

村
か
ら
の
船
渡
道
は
、
上
手
よ

人
々
が
八

し
て
、
安

セ

ブ

ン

フ

ラ

ワ

ー

四
区

　

木

　

村

　

美

　

鈴

私
達
お
生
花
グ
ル
ー
プ
の
出
　
用
の
足
し
に
も
計
画
し
、
又
何

来
た
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
正
　
時
の
日
か

一
泊
旅
行
で
も
と
、

月
用
の
、
お
花
を
教
え
て
い
た
　
話
し
合

っ
て
い
る
所
で
す
。
教

だ
い
た
の
が
始
め
だ

っ
た
様
に
　
え
て
い
た
だ
く
様
に
な

っ
て
か

思
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
部
　
ら
、
八
年
に
な
り
ま
す
が
、
う

落
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
を
し
て
　
で
の
方
は
今

一
歩
と
言

っ
た
所
。

い
た
同
年
代
の
七
名
で
す
。
グ
　
そ
れ
で
も
庭
の
お
花
や
、
枝
ぶ

ル
ー
プ
の
名
前
も
名
付
け
て
「
セ
　
リ
を
見
て
ち
ょ
っ
と
盛
花
で
も

ブ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」
と
、
現
代
的
　
と
、
考
え
ら
れ
る
様
に
な

っ
た

な
名
前
を
付
け
ま
し
た
。
私
達
　
と
思
い
ま
す
。

の
部
落
御
出
身
の
、
古
流
宮
島
　
　
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
練
習
が

勝
子
先
生
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
続
け
ら
れ
る
事
を
全
員
の
希
望

先
生
も
大
恋
心
や
す
く
教
え
て
　
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
と

下
さ
い
ま
す
。
毎
月

一
回
最
終
　
い
た
し
ま
す
。

木
曜
日
の
夜
、
改
善
セ
ン
タ
ー

を
お
借
り
し
ま
す
。
先
生
の
都

合
、
皆
の
都
合
に
合
せ
て
、
曜

日
も
ぐ
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。

お
花
の
材
料
は
皆
の
希
望
を
聞

い
て
、
先
生
が
花
屋
さ
ん
に
注

文
し
て
下
さ
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
も
、
当
番
せ
い
で

会
場
の
準
備
を
し
て
、
い
た

っ

て
気
軽
で
楽
し
い
会
で
す
。
会

費
の
残
り
を
少
し
づ

つ
貯
金
を

し
て
、
忘
年
会
、
新
年
会
の
費

り
下
田
道
、
町
騨
坂
道
、
庄
司

坂
道
、
坂
牧
道
な
ど
あ

っ
た
が
、

そ
の
う
ち
の
主
要
船
渡
道
は
、

羽
場
坂
道
で
あ
り
、
そ
の
道
は

流
田
の
薬
師
堂
の
傍
ら
を
通

っ

て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

（附
記
）

薬
師
如
来
は
、
古
く
か
ら
信

仰
を
あ

つ
め
た
仏
で
あ
る
。

衆
生
の
人
格
を
高
め
、
衣
食

住
を
豊
か
に
し
、
病
苦
、
災
禍

（
次
面
下
段
に
つ
づ
く
）
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(7)昭和 61年 8月 1日 下 市 田 区 報 第 7号

奥

の

細

道

紀

行

一
区

中

村

藤

雄

毛
越
寺
を
心
ゆ
く
迄
見
学
。
折

し
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
義
経

・
弁

慶
の
そ
の
音
を
忍
ぶ
。

「奥
州

磐
井
郡
中
村
の
里
」
遠
く
八
〇

〇
年
昔
安
信
貞
任
家
臣
と
し
て

こ
の
地
に
住
し
た
。
と
い
う
先

祖
を
忍
び
、
い
つ
の
日
か
訪
ね

た
い
と
、
熱
い
思
い
に
か
ら
れ

た
。
そ
れ
は

一
ノ
関
西
方
磐
井

川
の
あ
た
り
か
″

そ
し
て
松
島

へ
。
こ
こ
の
古

刹
瑞
巌
寺
は
京
都
妙
心
寺
関
係

の
臨
済
宗
な
る
事
を
知
り
親
し

み
を
覚
え
た
。
多
賀
城

へ
″
千

二
百
年
昔
の
蝦
夷
防
衛
の
古
城
、

坂
上
田
村
麿
も
陣
し
た
事
あ
り

と
。
夜
は
福
島
郊
外
の
飯
坂
温

泉
泊
り
。

二
十
九
日
朝
六
時
出
発
、
義

経
の
忠
臣
佐
藤
忠
信
継
信
ゆ
か

り
の
医
王
寺
。
信
夫
山
麓
の
文

知
摺
を
見
学
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ね
こ

ん
ま
の
舞
台
と
な

っ
て
い
る
二

本
松

へ
。
高
村
光
太
郎

・
千
恵

子
の
す
べ
て
を
見
学
。
千
恵
子

が
涙
し
て
眺
め
た
安
達
太
郎
も

眼
前
に
し
た
。
二
泊
三
日
二
〇

〇
〇
陥
に
近
い

「
奥
の
細
道
」

の
旅
を
終
え
東
信
の
内
山
峠
回

り
で
長
野
県

へ
入
り
夜
九
時
郷

里
へ
帰
着
し
た
。
平
安
無
事
の

旅
な
り
。

（歌
曲
）
「
荒
城
の
月
」
「奥
の
細

道
」
「北
上
夜
曲
」
「千
恵
子
抄
」

「千
曲
川
旅
情
の
詩
」
「青
葉
城

恋
唄
」
を
心
行
く
迄
歌
い
合

っ

て
楽
し
き
限
り
の
歴
史
探
訪
の

旅
で
あ

っ
た
。

参
加
者
　
藤
松
千
年
男

・
定
子
、

池
田
長
平

・
智
文
、
福
島
光
三

郎
、
二
木
清
夫
妻
、
中
村
藤
雄

夫
妻
、
串
厚
喜
代
枝
、
和
田
完

（
六
面
下
段
よ
り

つ
づ
く
）

を
除
く
な
ど
、
十
二
の
誓
願
を

た
て
た
仏
だ
が
、
そ
の
第
七
の

一
切
衆
生
の
衆
病
を
の
ぞ
き
、

心
身
を
安
楽
に
し
て
悟
り
を
開

か
し
め
る
と
い
う
願
に
も
と
づ

い
て
薬
師
如
来
と
名
づ
け
ら
れ

た
と
い
う
。

子
、
加
藤
義

一
夫
妻
、
鎌
倉
芳

五
郎
夫
妻
、
藤
田
和
子
、
横
前

末
子
、
佐
々
木
み
ち
、
本
島
義

文

六
月
二
十
七
日
午
後
教
育
長

藤
松
さ
ん
、
前
町
公
民
館
長
二

木
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

一

行
十
八
名
は
あ
こ
が
れ
の
仙
台

青
葉
域
に
立

つ
。
広
瀬
川
を
眺

め
る
台
上
に
土
井
晩
翠
の
書
で

名
曲

「
荒
城
の
月
」
が
銅
板
に

刻
ま
れ
て
お
る
。
誰
と
も
な
く

中
村
さ
ん
、
歌

っ
て
〃
　̈
に
触

発
さ
れ
て
「
春
高
楼
の
花
の
宴
」

と
ス
タ
ー
ト
し
た
。
音
程
も
運

良
く
高
か
ら
ず
、
低
か
ら
ず
、

う
ま
く
滑
り
出
し
た
の
で
、
声

一
杯
に
、
し
か
も
本
物
の
歌
碑

の
前
で
、
今
歌

っ
て
お
る
、
と

い
う
感
激
、
そ
れ
こ
そ
我
と
我

が
声
に
酔

っ
て
歌
い
進
む
。
も

う
全
員
の
大
合
唱
と
な

っ
た
。

胸
つ
ま
り
、
涙
流
し
て
の
合
唱

斉
唱
″
あ
ゝ
荒
城
の
夜
半
の
月
〃

と
歌
い
終

っ
た
時
、
周
囲
に
い

た
観
光
客
も

一
緒
に
歌

っ
て
い

た
、

「荒
城
の
月
」
ゆ
か
り
の

地
で
の
熱
唱
〃
　̈
何
と
も
嬉
し

か

っ
た
。

役
場
青
年
職
員
本
島
義
文
君

運
転
の
マ
イ
ク
ロ
は
、
八
〇
〇

輪
を
走

っ
て
夕
刻
花
巻
温
泉
ヘ

到
着
。
二
十
八
日
は
朝
五
時
半

に
宿
を
出
て
詩
人
高
村
光
太
郎

山
荘

へ
。
続
い
て
花
巻
郊
外
の

故
宮
沢
賢
治
の
記
念
碑
、
生
家

等
す
べ
て
を
見
学
。
車
は
更
に

北
行
。
不
来
方
城
（盛
岡
城
）
そ

し
て
あ
こ
が
れ
の
岩
手
山
を
西

に
眺
め
る
。
石
川
琢
木
ゆ
か
り

の
渋
民
村
、
お

ヽ
北
上
川
は
あ

っ
た
″

「
や
わ
ら
か
に
柳
青
め

る
」
の
歌
碑
を
我
と
我
が
眼
に

焼
き

つ
け
た
。

車
は
反
転
し
て
平
泉

へ
。
八

百
年
祭
で
賑
う
金
色
堂
中
尊
寺
、

夏

の
夕

べ

平

和

行

進

に
思

う

五
区

　

宮

　

下

　

正
　

賓

七
月
九
日
の
夜
八
時
か
ら
九
　
動
き
に
感
じ
た
の
は
、
私
ば
か

時
ま
で
、
元
善
光
寺
か
ら
市
田
　
り
で
は
な
い
と
思
う
。

駅
前
ま
で
、
百
数
十
名
と
共
に
　
　
四
十
人
学
級
の
実
現
は
見
送

歩
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
も
、
軍
事
費
だ
け
は
着

今
年
も
ま
た
平
和
行
進
に
参
　
実
な
歩
み
で
増
大
し
て
き
た
。

加
す
る
事
が
で
き
た
、
と
い
う
　
中
曽
根
行
政
改
革
が
、
選
挙
結

喜
び
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
た
。
　

果
に
導
び
か
れ
て
、
更
に
増
幅

こ
こ
数
年
来
、
毎
年
こ
の
時
　
さ
れ
て
来
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

期
に
な
る
と
歩
い
て
来
た
行
進
　
想
像
に
易
い
。

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
わ
け
で
、
今
年
の
平

平
和
行
進
な
ん
て
、
と
思
う
　
和
行
進
は
、
こ
と
さ
ら
意
味
が

か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
　
重
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

も
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
　
　
　
そ
ん
な
意
味
と
共
に
、
私
は

先
日
の
同
日
選
挙
と
い
う
国
　
今
日
に
於
け
る
非
核
運
動
の
意

民
を
ペ
テ
ン
に
か
け
た
選
挙
で
、　
味
は
、
国
際
的
に
も
、
非
常
に

某
軍
団
が
増
大
し
た
。
そ
の
動
　
重
要
で
あ
る
と
も
考
え
る
。

き
が
、
軍
靴
の
響
き
の
近
づ
く
　
　
た

っ
た

一
人
の
心
な
い
人
の

社
会
教
育

地
区

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
指
導
員
就
任
に
あ
た

つ
て

手
に
、
地
球
の
存
亡
が
か
か

っ

て
い
る
、
と
も
い
え
る
の
が
今

日
の
世
界
の
核
情
勢
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、　
一
人

一
人
が

確
か
な
手
応
え
と
し
て
、
平
和

を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
、
ど
の

よ
う
に
寄
与
す
る
か
、
と
い
う

問
題
を
問
い
か
け
た
時
、
た
め

ら
わ
ず
、
自
分
の
意
志
表
示
の

こ
の
度
、
町
の

（下
市
田
地

区
）
社
会
教
育
と
、　
コ
ミ
ュ
ニ

の

一
つ
と
し
て
、
平
和
行
進
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

平
和
行
進
は
、
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
実
に
さ
わ
や
か
な
も
の

で
あ

っ
た
。
ま
た
昨
年
よ
り
も

一
層
参
加
者
数
も
増
え
た
事
も

今
年

の
特
色
で
あ

っ
た
。

平
和
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で

な
く
、
自
ら
の
手

で
、
い
つ
も

テ
ィ
ー
活
動
の
仕
事
に
携
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
若
輩
者

が
雲
を

つ
か
む
よ
う
な
仕
事
を

受
け
て
し
ま

っ
た
気
が
し
ま
す
。

社
会
教
育
は
、
主
と
し
て
青

少
年
と
成
人
の
組
織
的
な
文
化

活
動

（教
育
）
と
い
わ
れ
ま
す

大
き
く
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
大
切
な
も
の
と
思

っ

て
い
る
。
そ
ん
な
思
い
で
、
日

々

一
歩

一
歩
と
前
進
し
た
い
も

の
だ
と
思

っ
て
い
る
。

市
田
駅
で
最
後
に
歌

っ
た

″
青
い
空
を
、
青
い
ま
ま
、
子

ど
も
ら
に
残
し
た
い

″

そ
ん
な
思
い
で
い
ま
す
。

松

岡

泉

岳

が
、
内
容
的
に
も
こ
の
町
の
場

合
ま
た
地
区
的
に
み
て
も

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
関
連
さ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
る
点
も
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に

つ

（
八
面
下
段

へ
つ
づ
く

）
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小
中
学

生

の
作
文

興

福

寺

を

み

て

六
区
　
中
垣
　
裕
彦

４
月
１０

，
Ｈ

ｏ
ｌ２
日
は
、
高

森
中
学
校
３
年
生
の
修
学
旅
行

の
日
だ

っ
た
。
そ
の
中
で
、
と

て
も
印
象
深
い
の
は
、
１０
日
に

見
た
、
興
福
寺
国
宝
館
だ

っ
た
。

そ
の
中
で
、
い
い
な
あ
と
思

っ

た
像
は
た
く
さ
ん
あ

っ
た
け
れ

ど
阿
修
羅
立
像

・
竜
灯
鬼

・
金

剛
力
士
像
だ

っ
た
。
阿
修
羅
は

３
つ
の
顔
と
６
本
の
手
を
持

っ

た
像
だ

っ
た
。
そ
の
顔
は
、
少

年
の
よ
う
な
感
じ
だ

っ
た
。
特

に
そ
の
顔
で
目
が
よ
か

っ
た
。

何
か
遠
い
所
を
、
じ

っ
と
見
つ

め
て
い
る
感
じ
だ

っ
た
。

竜
灯
鬼
は
、
首
に
竜
を
ま
き

つ
け
て
い
て
、
筋
肉
が
隆
々
と

し
て
い
る
像
だ

っ
た
。
修
学
旅

行
に
行
く
前
に
、
資
料
な
ど
で

見
た
時
に
は
、
大
き
い
仏
像
だ

な
あ
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
実

際
に
見
て
驚
い
た
。
実
際
の
大

き
さ
は
、
手
に
乗
る
ぐ
ら
い
の

大
き
さ
だ

っ
た
。
目
玉
は
上
を

向
い
て
い
て
、
両
手
は
前
で
組

ん
で
い
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ

い
像
だ

っ
た
。
何
か
、　
″
鬼

″

と
い
う
感
じ
が
し
な
か

っ
た
。

金
剛
力
士
像
は
、
口
を
閉
じ

て
い
る
咋
形
と
、
日
を
開
け
て

い
る
阿
形
が
あ

っ
た
。
咋
形
は

血
管
と
か
も
浮
き
出
て
い
て
迫

力
が
あ

っ
た
け
ど
、
迫
力
で
い

け
ば
、
阿
形
の
方
が
上
だ

っ
た

と
思
う
。
顔
を
し
か
め
て
い
て

腕
の
あ
た
り
は
特
に
筋
肉
が
す

ご
か

っ
た
。
体

の
角
度
は
、
い

ま
に
も
向
か

っ
て
き
そ
う
な
感

じ
で
、
け
ん
か
を
し
た
ら
、
す

ぐ
勝
負
あ
り
と
い

っ
た
感
じ
だ

っ
た
。
ぼ
く
は
、

こ
の
像
を
見

て
、
お
も
わ
ず

の
け
ぞ

っ
て
し

ま
う
ほ
ど
だ

っ
た
。

興
福
寺
の
他

に
も
よ
か

っ
た

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽
し
い

修
学
旅
行
だ

っ
た
。
ま
た
家
族

で
も
行
き
た
い
と
思

っ
た
。

月

見

の

会

三
区
　
吉
田
　
憲
司

七
月
二
十
三
日
に
、
学
校
で

月
見
の
会
を
し
ま
し
た
。
初
め

て
学
校
に
泊
ま

っ
た
の
で
、
少

し
不
安
で
し
た
。
授
業
が
終

っ

た
後
、
買
い
物
係
は
、
夕
食
の

材
料
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
の
は
ん
は
、
手
ま
き

ず
司
を
作
り
ま
し
た
。
こ
げ
た

と
こ
ろ
が
あ

っ
て
に
が
か

っ
た

け
ど
、
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

八
時
ご
ろ
か
ら
花
火
を
し
ま
し

た
。
ぼ
く
は
花
火
を
点
火
し
た

あ
と
、
に
げ
た
ら
、
バ
ケ
ツ
の

水
を
、
ひ

っ
く
り
返
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
花
火
の
後
は
、
フ

ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
で
す
。
点

火
す
る
人
は
四
人

で
、
ぼ
く
は

点
火
す
る
人

で
し
た
。
火
の
周

り
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
歌
や
え

ん
そ
う
を
、
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ジ

ェ
ン
カ
と

マ
イ
ム

マ
イ
ム
を
お
ど
り
ま
し
た
。
お

ど
り
が
終
る
と
、
ち

ょ
う
ど
月

が
出

て
き
ま
し
た
。
だ
い
た
い

二
分
間
で
、
山
か
ら
出
ま
し
た
。

毛
ふ
を
引
い
た
後
、
音
楽
室
が

ど
う
の
こ
う
の
と
言

っ
て
、
さ

わ
い
で
い
ま
し
た
。
先
生
が
、

大
声
を
出
し
た
り
し
て
、
か
い

だ
ん
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

か
い
だ
ん
話
は
二

つ
し
て
く
れ

て
、
ど
ち
ら
も
さ
い
後
に
わ
ら

っ
て
し
ま

っ
た
も

の
ば
か
り
で

し
た
。

中
学
生
に
な

っ
て

三
区
　
桑
田
　
　
茂

ぼ
く
は
、
中
学
生
に
な

っ
て

感
じ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
ぁ
り

ま
す
。
時
間
の
使
い
方
、
先
輩

に
対
し
て
の
態
度
な
ど
で
す
。

中
学
校
で
は
、
と
く
に
時
間
の

使
い
方
が
よ
く
な
く
て
は
何
も

で
き
ま
せ
ん
。
授
業
へ
の
と
り

か
か
り
、
集
会
の
時
の
集
ま
り

の
は
や
さ
は
、
小
学
校
の
時
よ

り
、
す
ご
く
は
や
く
、
ま
た
、

お
く
れ
た
時
の
態
度
も
き
ち
ん

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
臨

海
学
習
の
時
に
も
、
集
団
行
動

で
、

て
き
ば
き
行
動
が
よ
く
で

き
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
よ
く

で
き

て
い
る
け
れ
ど
、
家
で
の

勉
強

へ
の
と
り
か
か
り
な
ど
が

悪
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
課
題

と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
先
輩

に
対
し
て
の

態
度
は
、
と

て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
男
子
バ
レ

ー
部
に
入

っ
て
、
先
ば

い
に
、

あ
い
さ

つ
し
た
り
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
手
伝

っ
た
り
し
て
い
く

中
で
、
先
は

い
達
か
ら
大
切
な

こ
と
を
た
く
さ
ん
教
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
教
わ

っ
た
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ホ

タ

ル

と

り

四
区
　
木
村
　
雅
俊

き

ょ
う
、
お
父
さ
ん
と
は
く

と
で
、
ホ
タ
ル
と
り
を
し
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
を
と
る
所
に
行

っ

て
見
る
と
、
も
う
ホ
タ
ル
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
こ

つ
ち

ヘ

な
か
な
か
こ
な
く
て
、
や

っ
と

一
び
き

つ
か
ま
え
ま
し
た
ｏ
こ

の

一
び
き
を

つ
か
ま
え
た
ら
、

ら
く
に
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
六

び
き
ぐ
ら
い
二
人
で
つ
か
ま
え

た
ら
、
お
と
う
さ
ん
が
、

「
べ
つ
の
所

へ
う

つ
ろ
う
己

と
い
い
ま
し
た
。
べ
つ
の
ば
し

ょ
へ
う

つ
っ
た
ら
、
こ

っ
ち
に

は
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
か
い
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
び

っ
く
り
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

い
る
と
は
、
思

っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
手
の
中

の
ホ
タ
ル
が

ひ
か
る
と
、
ほ
か
の
ホ
タ
ル
が

よ

っ
て
き
ま
し
た
。
小
さ
く
て

す
ば
や
い
ホ
タ
ル
も
、
地
上
に

お
ち
る
と
お
そ
く
な

っ
て
、　
つ

か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
も

う
手

の
中
は
、

ホ
タ
ル
だ
ら
け

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ま
た
も
と
の
所

へ
も
ど

っ
て
、

つ
か
ま
え
た
１４
ひ
き
の

う
ち
、
Ｈ
ぴ
き
を
に
が
し
ま
し

た
。
さ
い
き
ん
、

ホ
タ
ル
の
数

が

へ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
の

こ

っ
た
３
び
き
は
、
う
ち
で
か

っ
て
や
り
ま
し
た
。

フ

ァ

ミ

コ

ン

六
区
　
高
木
　
　
寿

「私
も

フ
ァ
ミ

コ
ン
が
ほ
し

い
な
」
と
思

っ
て
い
る
。
学
校

へ
行

っ
て
も
、

フ
ァ
ミ

コ
ン
の

話
し
だ
か
ら
お
も
し
ろ
く
な
い
。

友
達
の
家

ヘ
フ
ァ
ミ

コ
ン
も

っ

て
い
る
人
と
行

っ
て
や
ら
し
て

も
ら

っ
て
も
い

つ
も
負
け
て
し

ま
う
。
た
し
か
に
フ
ァ
ミ
コ
ン

は
楽
し
い
け
ど
、
持

っ
て
い
る

人
は
長
く
で
き
て
、
私
は
持

っ

て
い
な
い
か
ら
、
す
ぐ
負
け
て

し
ま

っ
て
つ
ま
ら
な
い
。
私
も

い
つ
か
買

っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
七
面
よ
り
つ
づ
く
）

い
て
は
、
こ
こ
数
年
来
町
で
も

力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

活
動
は
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
芸

能
な
ど
広
範
囲
に
多
種
多
様
に

わ
た

っ
て
お
り
地
区
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま

す
。社
会
教
育
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
も
、
自
発
的
な
考
え
、
思

い
が
地
域
全
体
を
活
動

へ
大
き

く
左
右
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
は
、

行
政
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

で
は
な
く
地
域
活
動
そ
の
も
の

で
あ
り
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
も
の
で
あ

っ
て
地
域
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
大
切
な
こ

そ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

社
会
教
育
も

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
も
こ
れ
か
ら
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
く
身
で
あ
り
ま
す
の

で
皆
様
の
御
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。編

集

後

記

区
報
は
区
内
の
情
報
紙
の
み

な
ら
ず
子
供
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
投
稿
を
し
て
い
た
だ
き

感
想
や
体
験
な
ど
貴
重
な
記
録

を
後
の
世
に
と
ど
め
お
く
こ
と

も
意
義
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

区
民
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


